
第 51 回西之表市小学校陸上記録会
秋晴れの中、全力疾走！



平
成
27
年
４
月
か
ら

『
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
新
制
度
』

が
は
じ
ま
り
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
と
は

　

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
健
や

か
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
を
目
指
し
て
、
平
成
24
年
８
月

に
成
立
し
た
「
子
ど
も
・
子
育
て

関
連
３
法
」
に
基
づ
き
、
幼
児
期

の
学
校
教
育
や
保
育
、
地
域
の
子

育
て
支
援
の
量
の
拡
充
や
質
の
向

上
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
地
域
の
子
育
て
家

庭
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

計
画
的
に
取
り
組
み
を
進
め
る
た

め
、
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る

「
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
」
を
作
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
当
事
者
も
参
画

し
た
「
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」

を
設
置
し
、
事
業
計
画
策
定
の
審

議
を
行
う
と
と
も
に
、
継
続
的
に

点
検
・
評
価
・
見
直
し
な
ど
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

施設の種類
（子どもの年齢） 概要 利用時間 利用できる保護者

幼稚園
（3～ 5歳）

　小学校以降の教育の基礎をつ
くるための幼児期の教育を行う
学校

昼過ぎ頃までの教
育時間（前後に預
かり保育あり）

利用制限なし

保育所
（0～ 5歳）

　就労などのため、家庭で保育
のできない保護者に代わって保
育する施設

夕方までの保育
　共働き世帯など、
家庭で保育のできな
い保護者

認定こども園
（0～ 5歳） 教育と保育を一体的に行う施設　幼稚園・保育所の機能や特徴をあわせ持つため、教育・保育をそれぞれ利用

※新制度では、幼稚園・保育所・認定こども園などの利用を希望される場合、市の認定を受ける必要があり
ます。
【１号認定】お子さんが満 3歳以上で、教育を希望される場合

【２号認定】お子さんが満 3歳以上で、保育の必要な事由に該当し、保育を希望される場合

【３号認定】お子さんが満 3歳未満で、保育の必要な事由に該当し、保育を希望される場合

◆幼稚園等（教育）を利用希望の場合
①直接施設に利用申し込み
②各施設からの入園内定
③施設を通じて利用のための認定申請
④市から認定証の交付（1号認定）
⑤幼稚園入園
※ただし、新制度に移行しない幼稚園は従来通り

◆保育所等（保育）を利用希望の場合
①市に「保育の必要性」の認定を申請
②市から認定証の交付（2号・3号認定）
③希望する保育所等の利用希望申込
④希望状況等により市が利用調整
⑤保育所入所

※申し込み期間について、幼稚園等は直接各施設へお問い合わせください。保育所等については、今後、市
政の窓等にてお知らせします。

　

保
護
者
の
所
得
に
応
じ
た
支
払
い

が
基
本
と
な
り
ま
す
。保
育
所
等
は
、

現
在
の
市
の
基
準
を
も
と
に
定
め
、

幼
稚
園
等
に
つ
い
て
は
、
国
の
基
準

を
上
限
と
し
て
、
市
が
定
め
ま
す
。

※
た
だ
し
、
新
制
度
に
移
行
し
な
い

幼
稚
園
は
園
ご
と
に
設
定

　

新
制
度
は
、
共
働
き
家
庭
だ
け
で

な
く
、
す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
を
支

援
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

ご
家
庭
で
子
育
て
す
る
保
護
者
も

利
用
で
き
る
「
一
時
預
か
り
」
や
、

身
近
な
と
こ
ろ
で
子
育
て
相
談
な
ど

が
受
け
ら
れ
る
「
地
域
子
育
て
支
援

拠
点
」、
保
護
者
が
昼
間
家
庭
に
い

な
い
小
学
生
の
通
う
「
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
」
な
ど
、
地
域
の
様
々
な
子

育
て
支
援
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
内
閣
府
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
内
閣
府
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
】

h
ttp
://w

w
w
8
.ca
o
.g
o
.jp
/

shoushi/shinseido/index.htm
l

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
２
８

新制度での教育・保育の場

施設などの利用の流れ

新
制
度
の
利
用
に
か
か
る
保
育
料

地
域
の
子
育
て
支
援
の
充
実



１　試験区分、採用予定人員、職務内容、受験資格
試験区分 採用予定人員 職務内容 受　験　資　格

土木技術職
上級（大卒）

2名程度
土木技術の業務に
従事します。

　平成 2年 4月 2日以降に生まれた者で高校以上の学校の土
木課程又は各種専門学校の土木課程を卒業又は平成 27 年 3
月 31 日までに卒業見込みの者

中級（短卒）
初級（高卒

建築技術職

上級（大卒）

2名程度
建築技術の業務に
従事します。

（一級）昭和 55 年 4 月 2日以降に生まれた者で一級建築士の
資格を有する者又は平成 27 年 3 月 31 日までに同資格を取得
見込みの者
（二級）平成 2年 4 月 2 日以降に生まれた者で二級建築士の
資格を有する者又は平成 27 年 3 月 31 日までに同資格を取得
見込みの者

中級（短卒）

初級（高卒）

保　健　師
上級（大卒）

2名程度
保健師の業務に従
事します。

昭和 60 年 4 月 2 日以降に生まれた者で保健師助産師看護師
法第 7条第 1項に規定する保健師の免許を有する者又は平成
27 年 3月 31 日までに同免許を取得見込みの者中級（短卒）

２　

試
験
日
及
び
内
容

【
土
木
技
術
職
、
建
築
技
術
職
、

保
健
師
】

（1）
第
１
次
試
験

　

平
成
27
年
1
月
25
日
（
日
）

教
養
試
験
・
各
種
適
性
検
査
・
専

門
試
験

（2）
第
２
次
試
験

　

平
成
27
年
３
月
８
日
（
日
）
予

定
（
作
文
試
験
・
人
物
試
験
・
個

別
状
況
確
認
）

３　

試
験
の
程
度

【
共
通
試
験
】

　

教
養
試
験

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学

卒
業
の
程
度
、
短
期
大
学
・
高
専

卒
業
の
程
度
及
び
高
等
学
校
卒
業

の
程
度
と
す
る
。

【
専
門
試
験
】

・ 
土
木
技
術
職

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大

学
・
高
専
卒
業
の
程
度
及
び
高
等

学
校
卒
業
の
程
度
と
す
る
。

・ 

建
築
技
術
職

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大

学
・
高
専
卒
業
の
程
度
及
び
高
等

学
校
卒
業
の
程
度
と
す
る
。

・ 

保
健
師

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大

学
・
短
期
大
学
卒
業
の
程
度
と
す
る
。

４　

受
験
手
続

（1）
受
験
申
込
書
請
求
先

　

受
験
申
込
書
は
、
西
之
表
市
役

所
総
務
課
人
事
係
で
配
布
し
ま
す
。

　

西
之
表
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

　

郵
便
で
請
求
す
る
と
き
は
、
封

筒
の
表
に
「
受
験
申
込
書
請
求
」

と
朱
書
し
、
82
円
切
手
を
貼
っ
た

宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
（
長
形

３
号
12
㎝
×
２
３
．
５
㎝
）
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。

（2）
申
込
方
法

　

郵
送
ま
た
は
直
接
持
参
（
受
験

票
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
本

人
が
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。）

（3）
申
込
受
付
期
間

　

11
月
４
日
（
火
）
〜
12
月
３
日

（
水
）
※
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝

日
は
除
く
。

　
【
受
付
時
間
】

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　

た
だ
し
、
郵
送
申
し
込
み
の
場

合
は
、
12
月
３
日
ま
で
の
消
印
の

あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

（4）
提
出
書
類

　

受
験
申
込
書
兼
受
験
票
（
自
筆

で
記
入
し
写
真
を
必
ず
２
か
所
に

貼
付
。）

（5）
そ
の
他

　

記
載
内
容
等
に
不
備
が
あ
る
場

合
は
、
受
け
付
け
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
注
意
事
項
を
よ
く

読
ん
で
、
丁
寧
に
遺
漏
の
な
い
よ

う
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
自
然
災
害
等
に
よ
り
試
験
の
延

期
・
中
止
等
が
必
要
と
判
断
さ
れ

た
場
合
及
び
そ
の
よ
う
な
事
態
が

予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
西
之
表

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時
情
報
を

掲
載
し
ま
す
。

■申込・問い合わせ先
　〒 891‐3193
　鹿児島県西之表市西之表 7612 番地
　西之表市役所総務課人事係
　℡ 0997‐22‐1111 内線 204
　【HP】 http://www.city.nishinoomote.lg.jp/ 

西之表市のために私たちと一緒に挑戦しませんか？

西之表市職員（技術職）募集のお知らせ



　

平
成
19
年
6
月
に
公
布
さ
れ
た
「
地
方

公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
（
以
下
、
健
全
化
法
）」
に
よ
り
、
地

方
公
共
団
体
は
平
成
19
年
度
決
算
か
ら
健

全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
算
定

し
、
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た
上
で
議

会
に
報
告
し
、
市
民
の
皆
様
へ
公
表
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
平
成
25
年
度
決
算
に
基
づ

く
西
之
表
市
の
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

金
不
足
比
率
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１　

健
全
化
判
断
比
率

　

健
全
化
法
に
お
い
て
は
、
地
方
公
共
団

体
の
財
政
状
況
を
客
観
的
に
表
し
、
財
政

の
早
期
健
全
化
や
再
生
の
必
要
性
を
判
断

す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
、
以
下
の
４
つ

の
財
政
指
標
を
「
健
全
化
判
断
比
率
」
と

し
て
定
め
て
い
ま
す
。

①健全化判断比率総括表
●西之表市の 4つの指標は、全て健全化基準を下回っています。

区　　分 健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準 地方債許可基準平成 24年度 平成 25年度 平成 24年度 平成 25年度
実質赤字比率 － － 14.60％ 14.62％ 20.00％ 10.00％

連結実質赤字比率 － － 19.60％ 19.62％ 40.00％
実質公債費比率 12.5％ 10.8％ 25.0％ 25.0％ 35.0％ 18.0％
将来負担比率 98.0％ 80.4％ 350.0％ 350.0％

※実質赤字、連結実質赤字がなく実質赤字比率、連結実質赤字比率が算定されないため「－」で記載しています。
※実質公債費比率は、平成 20 年度までは地方債許可移行基準 18％を超えており、地方債許可団体となっていたた
め、公債費適正化計画を策定して行財政改革など財政の健全化を図った結果、平成 21 年度は 17.6％と 18.0％を下
回り、以降地方債の発行に許可を要しない協議団体となりました。今後も中長期的な財政計画のもと、計画的な
地方債発行に努めます。 

早
期
健
全
化
基
準
と
は
・
・
・

　

地
方
公
共
団
体
が
、
財
政
収
支
が
不

均
衡
な
状
況
そ
の
他
の
財
政
状
況
が
悪

化
し
た
状
況
に
お
い
て
、
自
主
的
か

つ
計
画
的
に
そ
の
財
政
の
健
全
化
を
図

る
べ
き
基
準
と
し
て
、
４
つ
の
指
標
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
数
値
で

す
。
健
全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か
が

早
期
健
全
化
基
準
以
上
で
あ
る
場
合
に

は
、
当
該
健
全
化
判
断
比
率
を
公
表
し

た
年
度
の
末
日
ま
で
に
、「
財
政
健
全

化
計
画
」
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
信
号
機
に
例
え
る
な
ら
「
黄
信
号
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

財
政
再
生
基
準
と
は
・
・
・

　

地
方
公
共
団
体
が
、
財
政
収
支
の
著

し
い
不
均
衡
そ
の
他
の
財
政
状
況
の
著

し
い
悪
化
に
よ
り
自
主
的
な
財
政
の
健

全
化
を
図
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
お

い
て
、
計
画
的
に
そ
の
財
政
の
健
全
化

を
図
る
べ
き
基
準
と
し
て
、
４
つ
の
指

標
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
早
期
健
全

化
基
準
を
超
え
る
も
の
と
し
て
定
め
ら

れ
た
数
値
で
す
。
再
生
判
断
比
率
（
健

全
化
判
断
比
率
の
う
ち
の
将
来
負
担
比

率
を
除
い
た
３
つ
の
指
標
）
の
い
ず
れ

か
が
財
政
再
生
基
準
以
上
で
あ
る
場
合

に
は
、
当
該
再
生
判
断
比
率
を
公
表
し

た
年
度
の
末
日
ま
で
に
、「
財
政
再
生

計
画
」を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

信
号
機
に
例
え
る
な
ら
「
赤
信
号
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

②公営企業における資金不足比率
●西之表市の公営企業会計は次のとおり、資金不
足はありません。

会計名 資金不足比率 経営健全
化基準H24 H25

水道事業 － －

20.0％簡易水道特別会計 － －
地方卸売市場特別
会計 － －

資金不足がなく資金不足比率が算定されないた
め「－」で記載しています。
※経営健全化基準は、健全化判断比率での早期健
全化基準にあたるもので 20％を超えると経営健
全化計画策定が義務付けられます。

　

公
営
企
業
ご
と
の
資
金
不
足
額
（
一
般

会
計
等
の
実
質
収
支
の
赤
字
額
に
あ
た
る
）

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
規
模
に
対

す
る
比
率
で
す
。

経
営
健
全
化
基
準
と
は
・
・
・

　

地
方
公
共
団
体
が
、
自
主
的
か
つ
計
画

的
に
公
営
企
業
の
経
営
の
健
全
化
を
図
る

べ
き
基
準
と
し
て
、
資
金
不
足
比
率
に
つ

い
て
定
め
ら
れ
た
数
値
で
す
。

２　

公
営
企
業
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　

資
金
不
足
比
率

平成 25 年度　西之表市

   健全化判断比率

・資金不足比率について

■問い合わせ先
　市役所行政経営課財政係
　℡ 22‐1111 内線 210



各指標の説明

◇実質赤字比率

　地方公共団体の最も主要な会計である「一般会計」等に生じている赤字の大きさを、その地方公共団体の財政規模

に対する割合で表したものです。

◇連結実質赤字比率

　地方公共団体の全会計を対象にして生じている赤字の大きさを、財政規模に対する割合で表したものです。よって、

一部の会計で赤字が発生していれば、市全体の財政は良いとはいえません。

◇実質公債費比率

　一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模を基本とした額に対する比率です。

◇将来負担比率

　地方公社や損失補償を行なっている出資法人等に係るものも含め、一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標

準財政規模に対する比率です。「将来負担」とは、一般会計の地方債残高のほか、契約等で将来の支払いを約束され

ているもの（債務負担行為）のうち公債費に準じるものや公営企業など他の会計の地方債残高のうち一般会計が負担

するもの、一部事務組合の地方債残高のうち市の負担分、さらには、職員の退職手当支給予定額、第３セクター等へ

の損失補償などをいいます。地方公共団体の一般会計等の借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担見

込額等の現時点での残高を指標化し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを示す指標ともいえます。

◇資金不足比率

　公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規模として比較して指標化し、経営状況の悪化の度

合いを示す指標です。

　

健
全
化
判
断
比
率
の
対
象
と
な
る
会

計
区
分
を
図
示
す
る
と
左
記
の
と
お
り

で
す
。

　

実
質
赤
字
比
率
の
算
定
は
一
般
会
計

等
が
対
象
で
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
の

算
定
は
、
一
般
会
計
等
に
加
え
公
営
事

業
会
計
（
公
営
企
業
会
計
及
び
公
営
企

業
会
計
に
属
さ
な
い
特
別
会
計
）
が
対
象
、
実

質
公
債
費
比
率
の
算
定
は
一
般
会
計
等
及
び
公

営
事
業
会
計
に
加
え
一
部
事
務
組
合
や
広
域

連
合
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
将
来
負
担
比
率
の

算
定
は
、
こ
れ
ま
で
の
会
計
に
加
え
地
方
公
社

や
第
３
セ
ク
タ
ー
な
ど
が
加
わ
り
ま
す
。な
お
、

資
金
不
足
比
率
の
算
定
は
、
公
営
事
業
会
計
の

う
ち
公
営
企
業
会
計
が
該
当
し
ま
す
。

３　

健
全
化
判
断
比
率
等
の
対
象
と
な
る
会
計



一般会計等の実質赤字額

標準財政規模

－ 204,041

5,640,548
－ 3.61％＝ ＝

実
質
公
債
費
比
率
（
％
）

将
来
負
担
比
率
（
％
）

実質公債費比率
将来負担比率

　

上
記
の
グ
ラ
フ
は
、
本
市
の
健

全
化
判
断
比
率
の
経
年
変
化
を
表

し
て
い
ま
す
。

　

実
質
赤
字
比
率
と
連
結
実
質
赤

字
比
率
に
つ
い
て
は
、
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
の
実
質
収
支
が

黒
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
赤
字
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
。
実
質
公
債
費

比
率
と
将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て

は
、
新
規
に
発
行
す
る
地
方
債
の

抑
制
や
繰
上
償
還
、
さ
ら
に
は
基

金
造
成
な
ど
行
っ
て
き
て
お
り
数

値
は
改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
県
内
43
市
町
村
平

均
値
と
比
較
（
鹿
児
島
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
記
載
：
県
内
市
町
村
の
健

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比

率
の
概
要
）
す
る
と
ま
だ
ま
だ
十

分
な
財
政
指
数
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

今
後
も
長
期
振
興
計
画
と
財
政
計

画
を
連
動
さ
せ
る
こ
と
で
、
中
長

期
的
な
視
点
に
立
っ
て
財
政
運
営

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

・一般会計等の実質赤字額：一般会計等に相当する会計における実質赤字の額

・実質赤字の額＝繰上充用額＋（支払繰延額＋事業繰越額）

【説明】

　歳入総額 9,669,580 千円から歳出総額 9,104,515 千円を差し引いた歳入歳出差

引額 565,065 千円に対して、翌年度へ繰り越すべき財源 361,024 千円（継続費

の逓次繰越額 360,059 千円と繰越明許費 965 千円）を差し引いた実質収支額が

204,041千円となります。標準財政規模が5,640,548千円ですので、算定式により、

－ 3.61％となり実質赤字比率は発生しない「－」になります。

実質赤字比率の場合【算定式】

５　

健
全
化
判
断
比
率
の
推
移

　

各
指
標
は
そ
れ
ぞ
れ
の
算
定
式
に
沿
っ
て
比
率
が
計
算
さ
れ
ま
す
。
左

記
は
一
例
で
す
が
、
実
質
赤
字
比
率
の
算
定
式
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
平
成
25
年
度
は
マ
イ
ナ
ス
３
．
６
１
％
と
な
る
こ
と
か
ら
実
質
赤
字
は

発
生
せ
ず
、
４
ペ
ー
ジ
①
健
全
化
判
断
比
率
総
括
表
の
と
お
り
「
－
」
と

な
り
ま
す
。

　

各
指
標
の
算
定
式
は
、
西
之
表
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

４　

健
全
化
判
断
比
率
の
指
標
分
析

（※マイナスの数値
　　　の場合は黒字）



　

た
い
肥
等
（
特
殊
肥
料
）
を
生
産
・
販
売
す
る
場
合
、
肥
料
取
締
法

に
基
づ
き
県
知
事
へ
の
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
※
自
家
用

と
し
て
生
産
・
利
用
す
る
場
合
に
は
届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

【
届
出
先
】
熊
毛
支
庁
農
政
普
及
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　

 

℡
２
２
‐
０
０
４
４

　

※
必
要
書
類
な
ど
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
農
林
水
産
課
営
農
振
興
係
℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
４
８

　下記は、西之表市で、たい肥等の生産・販売の届出
をしている農家等です。良質なたい肥を生産していま
すので、耕種農家の皆さん、ぜひ、ご活用ください。

たい肥等の生産・販売者 地区 連絡先
現和たい肥生産組合 桃園 23‐3722
中園　正男 大平 25‐0741
松元　啓介 池之久保 22‐2011
餅田　一省 浜脇 28‐0201
橋口　一喜 古田上之町 23‐8239

良質たい肥による土づくりで
　高収量・高品質を目指そう！

た
い
肥
（
特
殊
肥
料
）
の
生
産
・
販
売
は
、

　
　

県
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
！

畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
、
ご
存
じ
で
す
か
？

　西之表市福祉事務所家庭児童相談室では、虐待相談の他、DV（配偶者等
からの暴力）相談にも応じています。
　一人で悩まずに、お電話ください。　℡ 0997‐22‐1111 内線 328・322

　

市
内
事
業
所
お
よ
び
事
業
主
の

給
与
事
務
担
当
者
を
対
象
に
、
平

成
26
年
分
の
年
末
調
整
の
仕
方
、

法
定
調
書
の
作
成
方
法
等
に
つ
い

て
の
説
明
会
を
左
記
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
11
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

【
場
所
】

　

西
之
表
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

※
説
明
会
で
は
、「
平
成
26
年
分

年
末
調
整
の
し
か
た
」「
平
成
26

年
分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等

の
法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
の
手

引
」
等
を
用
い
て
説
明
し
ま
す
の

で
、
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
て
い

る
関
係
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

種
子
島
税
務
署

　

℡
２
２
‐
０
４
４
０

平
成
26
年
分
給
与
所
得
の

　

年
末
調
整
説
明
会

　
　

開
催
に
つ
い
て



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

審査結果
（本市出品牛のうち県ホルスタイン共進会出場牛のみ掲載　席
順、出品者名、牛名）

【第 1部】（生後 9ケ月以上～ 12 ヶ月未満）
　2席　榕城地区　㈲サカモト
　　　　SCスパークリングGC
【第 2部】（生後 12 ヶ月以上～ 15 か月未満）
　1席　住吉地区　上妻文子
　　　　YKF ブラツクストン コンケスト ローザ
　2席　上西地区　松元啓介
　　　　レフテイ スペクトラム カーリ
【第 4部】（生後 18 か月以上～ 22 ヶ月未満）
　1席　上西地区　宮川耕一
　　　　シツシー ブラクストン オーシヤン
【第 5部】（経産牛 3歳未満）
　2席　上西地区　宮川耕一
　　　　シツシー シヨツト エアロスター
【第 7部】（経産牛 4歳以上 5歳未満）
　1席　上西地区　㈲サカモト
　　　　ブルーミング MBB リサ アビエル

10
9

1000
99

10
8

1000
88

▲写真左：山田　凱
がいや

天　君
　　　　（安納小学校 5年）

　写真右：吉本　夏
か い

唯　君
　　　　（榕城小学校 6年）

10
15

1000
115



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い
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2223



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

9
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４
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1000
33



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

9
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222244
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222244

9
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99
11113



今
年
度
は
市
民
講
座
を
8
講
座
開
講
し

て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
は
市
民
の
学
習

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
講
座
を
増
や
し
、
生

涯
学
習
の
場
を
多
く
提
供
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
講
座
を
受
講
し
た
い
！
こ

の
よ
う
な
講
座
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
！

な
ど
の
ご
意
見
を
社
会
教
育
課
で
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
是
非
お
聞
か
せ
下

さ
い
。

　

９
月
６
日
（
土
）
に
住
吉
校
区
で
、
ミ
ス

テ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
・
住
吉
漁
港
付
近
で

の
磯
遊
び
を
行
い
ま
し
た
。
何
気
な
く
車
で

通
っ
て
い
る
場
所
が
、
カ
ッ
パ
伝
説
や
ヌ
レ

ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
等
の
妖
怪
に
ま
つ
わ
る
ミ
ス
テ

リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
に
隊
員
た
ち
は

興
味
津
々
で
し
た
。
そ
の
後
の
磯
遊
び
で
は

オ
エ
ズ(

イ
イ
ダ
コ)

や
ビ
ッ
チ
ョ(

小
エ

ビ)

を
一
生
懸
命
に
探
し
、
中
に
は
ナ
マ
コ

を
鷲
掴
み
す
る
隊
員
も
い
ま
し
た
。
最
近
で

は
、
な
か
な
か
姿
を
見
な
く
な
っ
た
オ
エ
ズ

も
数
匹
捕
る
こ
と
が
で
き
、
塩
を
吹
き
か
け

る
と
岩
の
間
か
ら
ニ
ュ
ル
ニ
ュ
ル
と
出
て
く

る
姿
に
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
を
考
え
る
！

第
4
回
ふ
る
さ
と
ま
な
び
〜
隊　
　
　

生
涯
学
習
県
民
大
学
講
座(

熊
毛
地
区)

開
催
！

　

９
月
７
日
（
日
）
市
民
会
館
で
生
涯
学
習
県
民
大
学
講
座
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
か
ご
し
ま
県
民
大
学
中
央
セ
ン
タ
ー
の
主
催
事
業
で
、
午

前
に
「
子
育
て
に
役
立
つ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
コ
ツ
」、
午
後
に
「
子

ど
も
の
参
加
と
参
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
」
と
題
し
た
講
座

に
総
勢
71
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

幼
児
教
育
や
青
少
年
教
育
に
携
わ
る
方
の
参
加
が
多
く
、
専
門
的
な

内
容
を
熱
心
に
受
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
現
代
の
子
育
て
や
社
会
教
育
環
境
に
見
ら
れ
る
変
化
や

問
題
点
、
今
ど
き
の
子
ど
も
た
ち
・
若
者
の
対
人
関
係
の
特
徴
な
ど
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
目
線
に
た
っ
て
向
き
合
う
こ
と

の
大
切
さ
や
、
子
ど
も
や
若
者
の
社
会
参
画
の
権
利
が
認
め
ら
れ
る
社

会
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
が
説
か
れ
ま
し
た
。

※
鹿
児
島
県
で
は
、
近
年
、
人
身
事
故

は
減
少
し
て
い
ま
す
が
死
亡
事
故
は
増

加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
死

亡
事
故
が
４
割
を
超
え
、
歩
行
中
の
高

齢
者
と
車
の
事
故
が
多
い
な
ど
の
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
注
意
し
て
安
全
な
歩
行
・

運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

平
成
27
年
度　

市
民
講
座
の
要
望
と
講
師
募
集
！

▲オエズ ( イイダコ ) 捕り ▲ミステリーツアーの様子

▲午後の部講師：金子　満　氏
　鹿児島大学教育学部准教授

▲午前の部講師：石井　佳代　氏
　志学館大学人間関係学部講師

▲講師
　種子島警察署交通課
　課長代理
　野間　芳樹氏

▲わらべうたベビーマッサージ講座

　

９
月
25
日
（
木
）
市
民
会
館
で
９
月

の
寿
大
学
が
開
催
さ
れ
、「
交
通
安
全

に
つ
い
て
」
学
び
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
交
通
安
全
に
つ
い
て
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
、
種
子
島
警
察
署
交
通

課
の
野
間
芳
樹
氏
を
講
師
に
招
い
て
、

「
運
転
中
、
歩
行
中
の
交
通
事
故
防
止

に
つ
い
て
」
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、
次

の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。

○
な
な
め
横
断
を
し
な
い
で
横
断
歩
道

を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

○
夜
間
は
、明
る
い
色
の
服
を
着
用
し
、

反
射
材
等
を
有
効
活
用
し
ま
し
ょ
う
。



トマト（カキ・ナシ）………　小 1個
キュウリ  　　　　　  ………　1/2 本
干ぶどう　　　　　　………　大さじ 2
りんご　　　　　　　………　1/2 個
バナナ　　　　　　　………　1/2 本
プレーンヨーグルト　………　90 ｇ
マヨネーズ　　　　　………　大さじ 2
こしょう　　　　　　………　少々

①トマトは縦 8つ割を３ミリの厚さでいちょう切りにする。
②りんごも薄切りにし、薄い塩水にさらす。
③きゅうりは板ずりにして、バナナは皮をむいていちょう切り。干ぶどうは温湯で洗ってふきんで水気をとる。
④プレーンヨーグルトとマヨネーズをよく混ぜ合わせ、①～③を和える。
※パイナップルの缶詰を加えてもおいしいです。

子どものむし歯を減らそう
よろ～て歯っぴぃ大作戦！

　

よ
ろ
〜
て
歯
っ
ぴ
ぃ
大
作
戦

は
、
子
ど
も
の
む
し
歯
を
減
ら
す

こ
と
を
目
的
に
『
西
之
表
市
地
域

ぐ
る
み
歯
科
保
健
協
議
会
』
の

方
々
と
立
ち
上
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
で
、
４
つ
の
『
守
り

隊
』
が
子
ど
も
達
の
歯
を
守
る
た

め
に
次
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

仕
上
げ
み
が
き
チ
ー
ム

フ
ッ
化
物
チ
ー
ム

お
や
つ
チ
ー
ム

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
チ
ー
ム

※マッハ 5（ウソ）



　

鹿
児
島
県
農
業
開
発
総
合
セ
ン

タ
ー
畜
産
試
験
場
で
は
、
畜
産
に
関

す
る
飼
養
管
理
技
術
の
習
得
等
を
目

的
と
す
る
平
成
27
年
度
の
畜
産
技
術

練
習
生
を
募
集
し
ま
す
。

【
技
術
練
習
の
期
間
】
平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月
31
日

【
研
修
で
き
る
畜
種
】
肉
用
牛
、
乳
用
牛
、
豚
、
鶏

【
応
募
資
格
】

　

身
体
強
健
、
か
つ
熱
意
の
あ
る
者
で
、
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
又

は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。

【
願
書
締
切
日
】
11
月
30
日
（
日
）

【
審
査
方
法
】
書
類
審
査
、
小
論
文
及
び
面
接

【
そ
の
他
】

●
練
習
生
は
寄
宿
舎
に
入
舎
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

●
募
集
に
関
わ
る
費
用
は
全
て
志
願
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
農
林
水
産
課
営
農
振
興
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
４
７
・
２
４
８

平
成
27
年
度
畜
産
技
術
練
習
生
の

　
　
　
　
　
　
　
　

募
集
に
つ
い
て

「
畜
産
技
術
を
習
得
し
、
畜
産
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

高
等
工
科
学
校
と
は

　

将
来
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
高
機
能
化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
装
備
品
を
駆
使
・
運
用
す
る
と
と
も
に

国
際
社
会
に
お
い
て
も
自
信
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
自
衛
官
と
な
る
者
を
養
成
す
る
た
め
に
中
学
校
卒
業

者
等
を
対
象
に
採
用
す
る
制
度
で
す
。

　
　
　

一　

般

【
募
集
定
員
】
２
６
０
名

【
資
格
】

　

中
学
３
年
生
（
中
学
卒
業
見
込
み
）
中
卒
17
歳

未
満
の
男
子

【
受
付
期
間
】

　

11
月
１
日
（
土
）
〜
平
成
27
年
１
月
９
日
（
金
）

【
試
験
日
】

　

第
１
次
試
験　

平
成
27
年
１
月
24
日
（
土
）

　

第
２
次
試
験　

平
成
27
年
２
月
５
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
８
日
（
日
）

【
試
験
場
所
】

　

第
１
次
試
験　

種
子
島
合
同
庁
舎

　

第
２
次
試
験　

陸
上
自
衛
隊
国
分
駐
屯
地
（
霧
島

市
）

【
合
格
発
表
】

　

第
１
次
試
験　

平
成
27
年
１
月
30
日
（
金
）

　

最
終　

平
成
27
年
２
月
20
日
（
金
）

　
　
　

推　

薦

【
募
集
定
員
】
60
名

【
資
格
】

　

中
学
３
年
生
（
中
学
卒
業
見
込
み
）
中
卒
17
歳

未
満
の
男
子

【
受
付
期
間
】
11
月
１
日
（
土
）
〜
12
月
５
日
（
金
）

【
試
験
日
】

　

平
成
27
年
１
月
10
日
（
土
）
〜
12
日
（
月
）
ま

で
の
指
定
す
る
１
日

【
試
験
場
所
】

　

神
奈
川
県
横
須
賀
市
御
幸
浜
（
陸
上
自
衛
隊
高

等
工
科
学
校
内
）

【
合
格
発
表
】
平
成
27
年
１
月
23
日
（
金
）

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
の
募
集
に
つ
い
て

■
問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
種
子
島
駐
在
員
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
２
３
‐
０
２
９
９

成
2
年

月
2

（
金
）



西之表消防署よりお知らせ　
■問い合わせ先　西之表消防署　℡ 22‐0119

平
成
26
年

　

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、「
も
う
い
い

か
い　

火
を
消
す
ま
で
は　

ま
あ
だ
だ
よ
」
を
統
一
標
語
に
11
月

９
日
（
日
）
か
ら
11
月
15
日
（
土
）
ま
で
の
７
日
間
、
全
国
一
斉

に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

●　

寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
や
め
る
。

●　

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

　

る
。

●　

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

●　

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

●　

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

　

炎
品
を
使
用
す
る
。

●　

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

　

置
す
る
。

●　

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

　

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　

第
30
回
国
民
文
化
祭
西
之
表
市
実
行
委
員
会
で
は
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
等
で
、
来
年
秋

に
開
催
さ
れ
る
「
第
30
回
国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま
２
０
１
５
」
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

８
月
24
日
に
行
わ
れ
た
、
第
45
回
種
子
島
鉄
砲
ま
つ
り
で
は
、
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

「
ぐ
り
ぶ
ー
」・
鉄
砲
館
キ
ッ
ズ
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
一
緒

に
宣
伝
パ
レ
ー
ド
に
参
加
。
う
ち
わ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
チ

ラ
シ
を
配
布
し
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
夜
の
演
芸
大

会
で
は
、
ぐ
り
ぶ
ー
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
国
文
祭
に
つ
い

て
の
説
明
、
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
民
文
化
祭
の
周
知
を
図
る
た
め
、
立
看
板
・

の
ぼ
り
・
横
断
幕
・
ポ
ス
タ
ー
を
公
共
施
設
等
に
掲
示
し

て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
市
内
の
各
所
に
設
置
し
て
い
く

予
定
で
す
。
国
民
文
化
祭
の
周
知
を
さ
ら
に
図
り
、
開
催

に
向
け
て
の
機
運
を
ま
す
ま
す
高
め
て
い
き
ま
す
。

プレイベントのお知らせ
　国民文化祭開幕１年前として、プレ
国文祭「いけばな展」を開催します
　ＰＲキャラクター「ぐりぶー」・「さ
くら」も応援にやってきて、ぐりぶー
ダンスを披露してくれます。ぜひおこ
しください！

国
文
祭
が
や
っ
て
く
る
№
５



■問い合わせ先
　西之表市地域包括支援センター
　（市役所健康保険課高齢者支援室）
　℡ 23‐5225

■問い合わせ先
　西之表市地域包括支援センター
　（市役所健康保険課高齢者支援室）
　℡ 23‐5225

11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」
で
す
！

11(

い
い)

月
30(
み
ら
い)

日
は

　
　
　
　
　
　
「
年
金
の
日
」
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
国
民
お
一
人
お

一
人
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
等
を
活

用
し
な
が
ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
に

思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く
日
と
し

て
、
11
月
30
日
を
「
年
金
の
日
」
と
し

ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

や
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
、
ご
自
身

の
年
金
記
録
と
年
金
受
給
見
込
額
を
確

認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

★
国
民
年
金
係
に
お
い
て
「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ご
自
身
の
年
金
記
録
等
の
確
認
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
本
人
を
確
認
で
き

る
も
の(

運
転
免
許
証
等)

を
ご
持
参

の
う
え
、
市
役
所
国
民
年
金
係
窓
口
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
、
い
つ
で
も

ご
自
身
の
年
金
記
録
の
確
認
や
将
来
の
年

金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
試
算
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
鹿
児
島

北
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

　
　

控
除
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

〜
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　

大
切
に
保
管
を
！
〜

　

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

・
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、
必

ず
こ
の
証
明
書
（
又
は
領
収
証
書
）
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控

除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
が
市

町
村
の
実
施
す
る
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」

に
変
わ
り
ま
す
。

　

特
に
軽
度
な
人
た
ち
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
状
態
に
合
っ
た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。(

要
介
護
認
定
は
不
要)

　

要
支
援
１
・
２
と
認
定
さ
れ
た
人
や
、
介
護
予
防
が
必
要
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る

人
等
65
歳
以
上
の
す
べ
て
の
高
齢
者
が
利
用
で
き
、
利
用
者
の

状
態
や
希
望
に
あ
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
へ
と
内
容
が
充
実
し
、
み

な
さ
ん
の
生
活
と
介
護
予
防
（
元
気
づ
く
り
）
を
支
え
ま
す
。

　

今
後
、
西
之
表
市
の
実
情
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
整
備
し
、

い
つ
ま
で
も
元
気
で
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
、

高
齢
者
を
中
心
と
し
た
地
域
の
支
え
合
い
の
仕
組
み
作
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

「いきいき元気・よろ～て支えあい
安心してくらせるまち西之表」をめざして

○自分で出来ることは自分で！
○食事は三食しっかり食べ、活動的な生活
　で生涯元気をめざした毎日を！
〇前向きな気持ちで・・楽しみをもって過
　ごしましょう。
〇家に閉じこもらず、外出する機会を増や
　しましょう。多くの人との交流が元気づ
　くりにつながります。

　元気な時からみんなで元気アップ ( 介護
予防 ) に取り組みましょう！！



Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
26
号
機

　
　
　
　
　
　
　
　

打
上
げ
迫
る
！

　

今
月
30
日
、
小
惑
星
探
査
機
「
は
や

ぶ
さ
２
」（
Ｈ
ａ
ｙ
ａ
ｂ
ｕ
ｓ
ａ
２
）

を
乗
せ
て
Ｈ-

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
26
号
機

が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。

■
打
上
げ
予
定
日

　
　

11
月
30
日
（
日
）

■
打
上
げ
予
定
時
刻

　
　

13
時
24
分
48
秒

※
打
上
げ
時
刻
は
打
上
げ
日
毎
に
設
定

す
る
。

■
打
上
げ
予
備
期
間

　
　

12
月
１
日
（
月
）
〜
９
日
（
火
）

※
打
上
げ
当
日
は
、
施
設
案
内
ツ
ア
ー

は
運
休
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
12
月
１

日
は
臨
時
開
館
、
臨
時
運
行
い
た
し
ま

す
。
詳
し
く
は
宇
宙
科
学
技
術
館
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
２
」

　

２
０
０
３
年
に
打
上
げ
ら
れ
た
小
惑

星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
は
世
界
で
初

め
て
小
惑
星
イ
ト
カ
ワ
を
詳
細
に
観
測

し
、
２
０
１
０
年
６
月
に
そ
の
表
面

物
質
を
持
ち
帰
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し

た
。「
は
や
ぶ
さ
２
」
は
そ
の
「
は
や

ぶ
さ
」
の
後
継
機
で
す
。

は
や
ぶ
さ
２
が
目
指
す
小
惑
星
１
９
９
９

Ｊ
Ｕ
３
は
Ｃ
型
小
惑
星
で
す
。
Ｃ
型
小
惑

星
に
は
、
そ
の
構
成
物
質
に
有
機
物
や

水
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
地
球
誕
生
の
謎
に
加
え
て
、
海

の
水
の
起
源
や
生
命
の
原
材
料
と
な
っ

た
有
機
物
の
起
源
を
探
る
、そ
れ
が
「
は

や
ぶ
さ
２
」
が
目
指
し
て
い
る
こ
と
な

の
で
す
。

「
は
や
ぶ
さ
２
」
は
、
約
６
０
０
ｇ

の
探
査
機
を
イ
オ
ン
エ
ン
ジ
ン
と
地
球

ス
イ
ン
グ
バ
イ
を
組
み
合
わ
せ
た
航
法

で
、
目
的
天
体
に
２
０
１
８
年
に
到
着

し
、
約
１
年
半
上
空
に
滞
在
、
地
図
づ

く
り
や
標
本
採
取
の
た
め
の
着
陸
運
用

を
複
数
回
行
い
、
２
０
１
９
年
に
再
度

イ
オ
ン
エ
ン
ジ
ン
動
力
航
行
で
離
脱
し
、

２
０
２
０
年
に
地
球
に
帰
還
す
る
計
画

で
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
し
て
半

年
が
経
ち
ま
し
た
。
私
の
住
ま
い
は
上

西
校
区
大
崎
集
落
で
す
。
島
暮
ら
し
に

も
慣
れ
、
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い

ま
す
。
地
域
活
動
に
飛
び
入
り
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
み
な
さ
ん
は
私
が
ど
の
よ

う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
疑
問
に
思
わ
れ
て
い
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

簡
単
に
活
動
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
活
動
内
容
は
、
大
き
く
分
け
て

二
つ
で
す
。

　

一
つ
は
、「
種
子
島
ふ
る
さ
と
応
援

隊
新
聞
」
の
特
集
記
事
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
こ
の
新
聞
は
、
種
子
島
ふ

る
さ
と
応
援
隊
（
全
国
に
い
る
出
郷
者

の
方
々
が
、
ふ
る
さ
と
で
あ
る
種
子
島

を
応
援
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
と
し

て
、
平
成
18
年
４
月
に
設
立
）
に
加
入

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
や
特
約
店

に
加
盟
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん

に
、
毎
月
発
送
し
て
い
ま
す
。

　

出
郷
者
の
方
に
、
も
う
一
度
帰
郷
し

た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
種

子
島
の
近
況
を
伝
え
る
こ
と
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
直
近
の
取
材
で
は
、
住
吉

漁
業
集
落
が
行
っ
て
い
る
住
吉
小
学
校

へ
の
出
前
授
業
や
特
産
品
の
ト
コ
ブ
シ

を
守
る
た
め
の
稚
貝
放
流
事
業
な
ど
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。
今
後
も
、
各
校
区

を
回
り
取
材
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
私
自
身
が
移
住
者
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
種
子
島
に
移
住
を

考
え
て
い
る
方
の
相
談
窓
口
と
な
っ

て
、
本
市
が
行
っ
て
い
る
移
住
支
援

（
島と

う
げ
ん
き
ょ
う

元
気
郷
た
ね
が
し
ま
定
住
促
進
住

宅
）
の
紹
介
と
下
見
の
案
内
を
行
っ
て

い
ま
す
。
移
住
相
談
や
下
見
に
回
り
た

い
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
、

移
住
相
談
を
受
け
た
方
が
移
住
を
実
現

さ
れ
た
と
き
は
や
り
が
い
を
感
じ
、
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
「
移
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

の
作
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
移

住
を
考
え
て
い
る
方
に
島
暮
ら
し
の
紹

介
や
種
子
島
の
情
報
を
発
信
し
、
種
子

島
移
住
に
あ
た
っ
て
の
一
助
に
な
れ
ば

と
作
成
し
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
も
お
話
を
伺
う
事
が
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
際
は
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。



（
寄
付
者
名
）

（
住
所
）

（
故
人
名
）

濵
﨑　

正
浩

城

濵
﨑　

サ
チ

大
瀬　

勝

塰
泊

大
瀬　

節

長
野　

安
子

里
之
町

長
野　

學

長
野　

智
久

寺
之
門

長
野　

昭
一

大
瀨　

秋
秀

川
迎

大
瀨　

リ
ン

　
　

ハ
ル
エ

峯

　
　

宏
美

鮫
島　

忠
雄

小
牧
野

鮫
島　

キ
ミ
エ

田
頭　

秀
𠮷

池
野

田
頭　

浩
明

長
瀬　

秀
雄

塰
泊

長
瀬　

邦
子

（
出
生
児
）
（
性
別
）

（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

　

田　

愛ま
な
か香

女

崇
裕

香

池
野

廣
口　

杏こ
な
つ夏

女

丈
太

愛
子

久
保
田

小
川　

瞬
し
ゅ
ん
す
け助

男

啓
一
郎
美
紀

上
之
原
町

奥
薗　

真ま

お央

女

裕
也

美
香

小
牧

北
畠　

龍
り
ゅ
う

男

徹

結
香

下
石
寺

植
木　

花か

な那

女

誠
代

さ
や
か
洲
之
崎

芝
原　

太た
い
ら良

男

重
來

範
子

榕
城
中
目

春
山　

來く
る
み未

女

拓
也

早
奈
恵
奥

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,855 4,329 8,184 3,956
上西 252 287 539 287
下西 1,070 1,237 2,307 1,150
国上 589 653 1,242 632
伊関 206 217 423 208
安納 206 222 428 224
現和 664 683 1,347 684
安城 157 170 327 180
立山 62 55 117 60
中割 52 49 101 61
古田 201 233 434 210
住吉 451 531 982 536

［火　災］
 出火件数　 0 件
 うち建物　 0 件
［救　急］
 出動件数　46件
 うち急病　30件

発生件数　23件
死 者　  0 人
負 傷 者　28人

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
及
び
一
般
と
し
て
ご

寄
付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
副
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た

め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

［人口］
全体 16,431 人（＋   　1）
男性   7,765 人（＋       5）
女性   8,666 人（－      4）

［世帯数］
世帯（－     2）

（　）内の数字は前月比

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

福
山　

ハ
ル

96

百
合
砂
苑

鎌
田　

幸
作

71

洲
之
崎

日
高　

一

88

住
吉
中
之
町

萩
原　

静
子

80

深
川

神
﨑　

留
雄

88

国
上
中
目

小
川　

フ
ミ

95

今
年
川

池
亀　

貴
美
子

76

小
牧

湯
田　

ケ
サ

92

浜
之
町

　

川　

和
徳

58

武
部

遠
藤　

辰
男

85

千
段
峯

下
園　

律
子

81

百
合
砂
苑

中
村　

鉃
男

85

武
部

上
妻　

ヨ
シ
子

78

鴨
女
町

中
野　

孝
子

80

松
畠

中
村　

ア
ヤ

88

西
町

（
氏
名
）　 　
　
（
住
所
）

川
畑　

和
範　
　
　

上
石
寺

　
　

＆

下
村　

こ
ず
恵　
　

納
曽

長
野　

竜
二　
　
　

里
之
町

　
　

＆

荒
河　

紗
樹　
　
　

湊

寺
田　

亜
斗
夢　
　

鴨
女
町

　
　

＆

宮
田　

理
絵　
　
　

鴨
女
町



い
つ
の
間
に
子
す
ず
め
な
り
と
思
い
し
に
親
に
勝
り
て
す
ぐ
に
飛
び
立
つ

う
す
れ
ゆ
く
記
憶
の
中
の
青
春
は
戦
中
戦
後
の
尽
き
ぬ
想
い
出

あ
り
し
日
の
父
が
禁
煙
問
う
た
日
は
病
院
帰
り
の
カ
イ
コ
ウ
ズ
の
下

呑
み
込
み
し
岩
屋
の
口
は
時
間
経
て
観
光
客
を
吐
き
出
し
始
む

湯
浴あ

み
し
て
庭
に
出い

づ
れ
ば
ほ
の
ぼ
の
と
上
弦
の
月
星
と
い
っ
し
ょ
に

寄
り
合
い
て
敬
老
祝
う
秋
一ひ

と
ひ日

会
話
の
は
ず
み
ほ
こ
ろ
ぶ
笑
顔

機
械
化
に
島
の
馬
は
い
な
く
な
り
鉄
砲
祭
り
に
歩
く
殿
様

喜
寿
祝
い
濃
い
エ
ン
ジ
の
め
が
ね
立
て
色
は
あ
せ
て
も
今
も
手
も
と
に

古
希
同
窓
会
青
春
の
君
よ
孫
い
て
も
胸
の
と
き
め
き
今
も
変
わ
ら
ず

あ
き
ら
か
に
物
言
ふ
こ
と
の
多
く
な
り
留
め
お
く
こ
と
お
こ
た
る
や
老
い

奥お
く
つ津
城き

に
ま
っ
赤
に
群
れ
咲
く
曼
珠
沙
華
採
る
な
と
言
う
が
に
花
片
絡
ま
る

舗
装
路
に
ひ
っ
く
り
返
り
し
か
ぶ
と
虫
起
こ
し
て
や
り
ぬ
歩
行
器
止
め
て

あ
れ
こ
れ
と
忘
れ
て
ゆ
き
し
夫
な
れ
ど
天
気
図
の
種
子
屋
久
指
を
指
し
お
り

晩
夏
の
夕こ
娘
に
教
え
ら
れ
し
鈴
虫
の
音
色
リ
ン
リ
ン
季と

き

の
移
ろ
い

酒
好
き
の
従
兄
弟
に
供
う
焼
酎
二
本
元
気
な
う
ち
に
飲
ま
せ
た
か
っ
た

早
朝
に
お
日
さ
ん
拝
み
散
歩
す
る
初
秋
の
風
が
肌
に
や
さ
し
く

わ
ら
び
苑
・
有
留　

政
江

東
町
・
池
亀
カ
ヅ
エ

天
神
町
・
河
東　

鏡
自

古
田
中
之
町
・
栗
﨑　

和
子

洲
之
崎
・
後
庵　

キ
ク

野
首
・
笹
川　

滿
子

榕
城
中
目
・
下
村
タ
ミ
子

東
町
・
德
永
ソ
ヨ
子

横
山
・
中
目
健
一
郎

野
首
・
名
越　

和
子

西
町
・
濱
田　

千
代

野
木
平
・
日
笠
山
エ
チ
子

東
京
都
・
日
高　

明
子

榕
城
中
目
・
平
田　

茂
子

東
町
・
牧
瀬　

克
英

白
石
・
森
ア
イ
子

区　分 島内産 島外産
入荷量 9トン 29トン
38トン （24％） （76％）
取引額 353 万円 670 万円
1,023 万円 （35％） （65％）

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏） （千円） （㎏） （千円）

野
菜
類

根 菜 類 501 346 4,140 670
葉 茎 菜 類 722 423 5,127 1,398
果 菜 類 1,545 626 2,938 1,146
そ の 他 5,726 1,089 8,195 1,681
小 計 8,494 2,484 20,400 4,895

果
物
類

かんきつ類 24 6 1,947 330
果 瓜 類 0 0 197 25
そ の 他 142 31 5,920 1,207
小 計 166 37 8,064 1,562

鳥卵・加工品等 387 149 790 241

花　類 35,400 861 30 1本 本

青
果
状
況
【
9
月
】

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

℡
２
２
‐
０
２
１
６

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
11
月
の
休
み
》
2
日
・
3
日
・
９
日
・
12
日
・
16
日
・  　

　
　
　
　
　

  

19
日
・
23
日
・
24
日
・
30
日
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